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「美しい森
も り

林づくり」に向けて
　近畿中国森林管理局では、平成 20年度の重点取組として、
地球温暖化防止をはじめとする森林の有する多面的機能を持続
的に発揮させるため、間伐等の森林整備を重点的に実施するな
ど、「美しい森林づくり」に向けた取組を積極的に展開します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　【関連記事は、2～４頁】

フォレスト・ニュース
NO . 9 8 7

フォレスト・ニュース

森

世界文化遺産の背景林として重要な位置にある京都東山風景林

20 年 5月

大阪市北区天満橋 1-8-75     TEL 050-3160-6763
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp

近畿中国森林管理局
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「
美
し
い

「
美
し
い
森森も

り

も

り林林
づ
く
り
」
に
向
け
て

づ
く
り
」
に
向
け
て

〜
平
成

〜
平
成
2020
年
度　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
重
点
取
組
〜

年
度　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
重
点
取
組
〜

間伐実施箇所（兵庫県　阿舎利国有林）間伐実施箇所（兵庫県　阿舎利国有林）

　５～ 10 年ほど経過すると樹木も大きく成長し、　５～ 10 年ほど経過すると樹木も大きく成長し、

下層植生が豊かになり健全な森林に生まれ変わり下層植生が豊かになり健全な森林に生まれ変わり

ます。ます。

間伐直後の林内の状況 高性能林業機械と路網を組み合わせた
生産システム

○
森
林
整
備
の
効
率
化
や
木
材
の
利
用
拡
大

　

施
業
の
共
同
化
の
促
進
、
低
コ
ス
ト
路
網
生
産

シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
普
及
、
シ
ス
テ
ム
販
売
を
通

じ
た
木
材
の
安
定
供
給
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

○
ス
ギ
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
誘
導
を
推
進

　

京
阪
神
圏
等
へ
の
花
粉
の
飛
散
に
強
く
影
響
を

与
え
る
と
推
定
さ
れ
る
ス
ギ
林
を
中
心
と
し
て
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
誘
導
を
推
進
し
ま
す
。

　樹種や林齢によって異なりますが、例えば適切に手
入れされている 80 年生のスギ人工林は 1ha 当たり約
170 トン、ブナを主体とする天然林は 1ha 当たり約
100 トンの炭素を貯蔵していると推定されます。

170

スギ人工林 ブナを主体とする天然林

100樹種別の炭素貯蔵量
( トン /ha80 年間 )

資料：林野庁資料

１　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

１　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

　
　
　
　

森
林
吸
収
源
対
策
等
の
推
進

　
　
　
　

森
林
吸
収
源
対
策
等
の
推
進　

　

本
年
は
、
京
都
議
定
書
の
約
束
期
間
の
初
年
度

で
す
。
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
目
標
達
成
に
向
け
た
森
林
の
整
備
の
た

め
、
間
伐
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
間
伐
等
の
重
点
的
な
推
進

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
吸
収
目
標
で
あ
る

１
３
０
０
万
炭
素
ト
ン
の
確
実
な
達
成
に
向
け

て
、
森
林
吸
収
源
の
対
象
森
林
と
な
る
よ
う
間
伐

等
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
積
極
的
に
森
林

整
備
を
推
進
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
約
６
９
０
０

㏊
（
ガ
ソ
リ
ン
約
１
４
７
０
万
リ
ッ
ト
ル
相
当
の

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）
の
間
伐
を
実

施
し
ま
す
。



3 森のひろば　5月号

NO.987

３　

木
の
文
化
の
再
生
・
創
造

３　

木
の
文
化
の
再
生
・
創
造

   　

京
都･

奈
良
等
の
世
界
文
化
遺
産
に
隣
接
す
る

国
有
林
に
お
い
て
、
景
観
に
配
慮
し
た
森
林
づ
く

り
を
進
め
る
ほ
か
、
社
寺
等
の
歴
史
的
木
造
建
築

物
の
修
復
用
資
材
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木

の
文
化
の
再
生･

創
造
に
努
め
ま
す
。

○
古
都
を
彩
る
森
林
景
観
づ
く
り
〜
京
都
伝
統
文

化
の
森
推
進
協
議
会
〜

　

世
界
文
化
遺
産
の
背
景
林
と
し
て
重
要
な
位
置

に
あ
る
京
都
東
山
風
景
林
に
つ
い
て
、
一
般
市
民

や
民
間
企
業
等
の
参
画
に
よ
る
古
都
京
都
を
彩
る

森
林
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り

　

歴
史
的
木
造
建
築
物
の
修
復
用
資
材
の
供
給
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
と
一
体

と
な
っ
た
森
林
景
観
の
保
全
等
を
推
進
し
ま
す
。

４　

野
生
鳥
獣
と
自
然
が　
　
　
　
　

４　

野
生
鳥
獣
と
自
然
が　
　
　
　
　

　
　
　
　

共
生
す
る
森
林
づ
く
り

　
　
　
　

共
生
す
る
森
林
づ
く
り

　

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
と
森
林
等
へ
の
被
害
対

策
を
一
体
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
で
あ
る
野
生
鳥
獣
を

含
む
森
林
生
態
系
の
保
全
と
利
用
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

○
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
森
林
の
保
護･

再
生
事

業
の
推
進

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
衰

退
が
進
行
し
て
い
る
大
台
ヶ
原
地
域
の
大
杉
谷
国

有
林
に
お
い
て
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
り
、
森
林

の
再
生
及
び
保
全
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ワ
ウ
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
琵
琶
湖
岸
の
伊
崎
国
有
林
の
被
害
森
林
の

再
生
を
推
進
し
ま
す
。

ボランティアと連携した森林教室箕面体験学習の森 法人の森林を活用した企業による森林整備

大
台
ヶ
原
地
域
の
森
林
衰
退
状
況

東山風景林におけるボランティア
による森林景観づくりのための除
伐作業

東山風景林位置図東山風景林位置図

大文字山

東海道本線

東山区役所

六条山
阿弥陀ヶ峰

東山 蹴上

銀閣寺山国有林銀閣寺山国有林

南禅寺山国有林南禅寺山国有林

左京区役所

高台寺山国有林高台寺山国有林

２　

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
・

２　

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
・

　
　
　
　

人
づ
く
り
の
促
進

　
　
　
　

人
づ
く
り
の
促
進　　

　

森
林
づ
く
り
に
関
心
を
寄
せ
る
多
く
の
市
民
や

企
業
な
ど
が
気
軽
に
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
多

様
な
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
が
、
森
林･

林
業
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が

る
森
林
環
境
教
育
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な

る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
林
」
な
ど
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成

ス
ク
ー
ル
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
森
林･

林
業
の

普
及
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
等
に

よ
り
、
森
づ
く
り
に
関
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

○
「
法
人
の
森
林
」
を
活
用
し
た
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
の
支
援

　
「
法
人
の
森
林
」
の
設
定
や
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
な
ど
、
国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
を
通
じ
、
企
業
の
森
林
づ
く
り

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
「
箕
面
体
験
学
習
の
森
」
の
整
備

　

広
葉
樹
の
育
成
や
菊
炭
づ
く
り
体
験
等
を
通

じ
、
多
様
性
豊
か
な
里
山
の
再
生
と
生
物
多
様
性

の
向
上
を
目
指
す
「
箕
面
体
験
学
習
の
森
」
を
整

備
を
し
ま
す
。

○
「
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
普
及

　

昨
年
作
成
し
た
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
、
教
育
機
関
等
多
様
な
主
体
と
連
携
し
つ

つ
森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

阿弥陀ヶ峰国有林阿弥陀ヶ峰国有林
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６　
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」

６　
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」

　
　
　

　
　
　

    　

の
積
極
的
な
普
及
・
Ｐ
Ｒ

　

の
積
極
的
な
普
及
・
Ｐ
Ｒ　　

　

地
域
や
市
民
団
体
と
の
共
催
に
よ
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
の
開
催
を
通
じ
た
普
及･

Ｐ
Ｒ
に
率
先
し

て
取
り
組
み
、
そ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
実
施
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
等

・
水
都
お
お
さ
か
森
林
の
市

 

・
古
都
を
彩
る
森
林
景
観
づ
く
り         
  　

　

〜
京
都
東
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

 

・
古
都
の
マ
ツ 

緑
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

・
グ
ル
ー
プ
対
抗
里
山
デ
ジ
カ
メ
選
手
権

 

・
森
と
木
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

 

・
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

 

・
森
林
管
理
局
庁
舎
「
森も

り林
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

 

・
森
林
管
理
署
等
で
開
催
す
る
植
樹
祭･

育
樹

祭
、
自
然
観
察
会
、
清
掃
活
動
等

○
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
巡
視
等

の
実
施

　

入
込
者
が
増
加･

集
中
す
る
世
界
遺
産
周
辺
や

百
名
山
等
の
植
生
荒
廃
等
を
防
止
す
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
巡
視
や
入
込

者
へ
の
普
及･

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
天
然
力
の
活
用
等
に
よ
る
針
広
混
交
林
化
の
推

進
　

自
然
的
・
地
理
的
条
件
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
人

工
林
を
針
広
混
交
林
へ
誘
導
す
る
た
め
、
人
工
林

内
の
広
葉
樹
の
天
然
生
稚
樹
の
発
生
・
生
育
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
調
査
・
解
析
に
取
り
組
み
ま
す
。

５　

安
全

５　

安
全･･

安
心
な
国
土
管
理
を
推
進
す
る

安
心
な
国
土
管
理
を
推
進
す
る

　
　
　
　

治
山
対
策
の
実
施

　
　
　
　

治
山
対
策
の
実
施

　

国
有
林
野
の
国
土
保
全
、
国
土
防
災
に
果
た
す

役
割
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
自
然
災
害
箇
所
の
復
旧
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
民
有
林
行
政
等
と
の
緊
密
な
連
携
、

既
存
の
治
山
施
設
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
治
山
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
自
然
災
害
の
早
期
復
旧

　

自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
山
崩
れ
な
ど
の
荒
廃
が

発
生
し
た
山
地
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
等
と
の

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
復
旧
に
努
め
ま
す
。

○
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備
の
推
進

　

国
有
林
・
民
有
林
が
連
携
し
て
治
山
対
策
を
実

施
す
る
「
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
」
を
一
層
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
施
設
の
治
山
施
設
を
有
効
活
用
し

た
効
率
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。  

○
間
伐
材
等
木
材
利
用
の
推
進

  

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
間
伐
材
等
の
木

材
利
用
、
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

コンクリート型枠に間伐材丸太を使用

平成 19 年度「水都おおさか森林の市」の様子

大台ヶ原 ･大杉谷登山エコツアー平成 19 年度  植樹祭の様子（広島県 神石高原町）平成 19 年度 森と木の絵画
コンクール入選作品

荒廃山地を森林へ復旧
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鳥
取
森
林
管
理
署
㉗

歴
史
と
景
勝
の
山
「

歴
史
と
景
勝
の
山
「
船船せ

ん
じ
ょ
う
ざ
ん

せ
ん
じ
ょ
う
ざ
ん

上
山
上
山
国
有
林
」

国
有
林
」

　

東
大
山
山
地
の
主
要
部
を
構
成
し
て
い
る
船
上

山
国
有
林
は
、
鳥
取
県
の
中
部
、
琴
浦
町
に
位
置

し
、大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
は
６
１
５
ｍ
で
、
頂
上
は
広
く
平
た
ん
な
溶

岩
台
地
で
す
が
、
東
、
西
、
北
の
三
方
が
屏び

ょ
う
ぶ
い
わ

風
岩

と
呼
ば
れ
る
１
０
０
ｍ
以
上
の
連
続
し
た
断
崖
絶

壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
屏
風
岩
の
南
端
に
は
、

雄お
ん
た
き滝
と
雌め
ん
た
き滝
の
二
つ
の
滝
か
ら
な
る
千
丈
滝
が
あ

り
、
頂
上
の
大
地
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
様

は
ま
さ
に
壮
観
で
す
。

　

船
上
山
は
、
史
跡
・
名
勝
等
の
自
然
美
に
恵
ま

れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
登
山
に
最
適
の
山
で
、
頂
上

ま
で
は
徒
歩
で
約
40
分
、
船
上
山
か
ら
甲
ヶ
山

（
１
３
３
８
ｍ
）
な
ど
を
経
由
し
て
大
山
山
系
に

登
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
麓
に
は
船
上
山

ダ
ム
、
県
立
船
上
山
少
年
自
然
の
家
、
さ
く
ら
の

里
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
森
林
を
利
用
し
た
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
保
健
休
養
の
場
と
し
て
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
船
上
山
か
ら
始
ま
っ
た
健け

ん
む武
の
中
ち
ゅ
う
こ
う興」

　

船
上
山
は
大
山
、
三
徳
山
と
と
も
に
伯ほ

う
き
さ
ん
れ
い

耆
山
嶺

と
呼
ば
れ
る
修
験
道
の
霊
場
で
、
平
安
時
代
の
初

期
か
ら
山
岳
宗
教
が
栄
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の

船
上
山
が
歴
史
の
中
で
大
き
く
注
目
を
集
め
た

の
は
、「
太
平
記
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
元
弘
３

（
１
３
３
３
）
年
２
月
28
日
の
船
上
山
合
戦
で
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
流
刑
地
の
隠
岐
島
を
脱
出
し
た
後

醍
醐
天
皇
は
、
伯
耆
国
（
現
在
の
鳥
取
県
西
部
）

の
豪
商　

名な
わ
な
が
と
し

和
長
年
に
迎
え
ら
れ
て
船
上
山
（
現

在
の
琴
浦
町
）
に
拠
り
つ
き
ま
す
。

　

合
戦
を
決
意
し
た
長
年
は
近
く
の
要
害
山
「
船

上
山
」
に
天
皇
を
向
か
え
、
名
和
軍
１
５
０
騎
を

従
え
て
立
て
こ
も
り
ま
し
た
。
幕
府
軍
約
２
千
騎

が
船
上
山
を
囲
み
ま
す
が
、
長
年
は
白
布
五
百
反

の
旗
に
近
国
武
士
の
紋
を
描
い
て
立
て
大
軍
が
い

る
よ
う
に
見
せ
か
け
ま
し
た
。
船
上
山
の
上
か
ら

降
り
注
ぐ
矢
と
、
折
か
ら
の
暴
風
雨
に
幕
府
軍
が

ひ
る
ん
だ
隙
に
、
長
年
は
射
手
を
率
い
て
猛
攻
撃

を
し
か
け
、
幕
府
軍
１
千
騎
余
り
は
堪
ら
ず
進
退

を
失
っ
て
谷
底
に
落
ち
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

幕
府
軍
と
の
合
戦
は
３
日
間
に
わ
た
る
激
戦
と

な
り
ま
し
た
が
、
船
上
山
に
立
て
こ
も
っ
た
長
年

方
が
勝
利
し
ま
し
た
。

  

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
中
興
と
い
う
歴
史

が
存
在
し
た
の
も
、
天
然
の
要
塞
と
い
わ
れ
た
船

上
山
の
特
異
な
地
形
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/tottori

〒
六
八
〇ｰ

〇
〇
一
一

　

鳥
取
市
東
町
二-

三
二
五

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
二
五

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
五
七ｰ

二
三ｰ

五
四
一
二

◆
船
上
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

公
共
交
通
機
関
を
利
用
の
場
合
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
赤
碕
駅
か
ら
日
ノ
丸
バ
ス
船
上
山
行
き
で
30

分
、
少
年
自
然
の
家
で
下
車
し
、
徒
歩
5
分
。

車
の
場
合
、
米
子
自
動
車
道
米
子
Ｉ
Ｃ
か
ら
県

道
24
号･

30
号
を
経
由
し
、
県
道
34
号
を
大
山

方
面
へ
27
㎞
。

船
上
山
の
屏
風
岩
と
雄
滝
・
雌
滝
か
ら
な
る
千
丈
滝

上：麓の船上山ダム

左：大山山系につながる遊歩道
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
３
月
12
日
、
銀

閣
寺
山
国
有
林
に
お
い
て
、「
高
島
屋
」
社
員
の

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
古
都
の
マ
ツ
復

活
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
島

屋
で
は
「
一
粒
の
ぶ
ど
う
基
金
」
を
設
置
し
て
、

社
員
に
よ
る
環
境
保
全
を
含
む
社
会
貢
献
活
動
へ

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

同
基
金
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
高
島
屋
京
都
店
・
洛
西
店
か
ら
28

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
古
都
の
マ
ツ

復
活
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

名
の
参
加
が
あ
り
、
当
所
か
ら
は
、
福
田
所
長
を

は
じ
め
５
名
の
職
員
が
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
福
田
所
長
よ
り
、
歓
迎
の
辞
を

述
べ
た
上
で
、
か
つ
て
、
京
都
の
山
林
の
多
く
は

マ
ツ
林
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
松
枯

れ
」
の
広
が
り
に
よ
り
、
今
で
は
松
林
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
、
銀
閣
寺
山
国
有
林

に
は
比
較
的
多
く
ア
カ
マ
ツ
が
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
京
都
の
景

観
を
形
成
す
る
マ
ツ
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
旨
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

島
屋
労
働
組
合
京
都
支
部
の
岡
執
行
委
員
長
よ

り
、
高
島
屋
と
し
て
も
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
各
自
が
苗
木
と
道
具
を
担
い

若
い
発
想
に
期
待

新
規
採
用
者
12
名
が
入
庁

【
局
】
４
月
10
日
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
大
会

議
室
に
お
い
て
平
成
20
年
度
の
新
規
採
用
者
12
名

の
入
庁
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
規
採
用
者
は
、
４

月
１
日
か
ら
管
内
の
各
署
等
に
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
新
規
採
用
者
研
修
に
臨
む
た
め
に
局
に
集

ま
り
ま
し
た
。
入
庁
式
で
は
朝
比
奈
局
長
か
ら
「 

地
球
温
暖
化
や
水
資
源
の
危
機
な
ど
地
球
的
な
環

境
問
題
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
森
林
を
造

り
育
て
る
仕
事
と
い
う
の
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
も

貢
献
で
き
る
人
類
全
体
に
寄
与
す
る
大
変
崇
高
な

仕
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
森
林
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵
を

い
か
に
し
て
国
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
最
大
限
の
工
夫
す
る
余
地
が
あ

る
。
若
い
発
想
で
新
た
に
工
夫
し
、
知
恵
を
出
し

な
が
ら
現
場
で
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
訓
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
局

長
訓
示
の
後
、
新
規
採
用
者
を
代
表
し
て
三
重
森

林
管
理
署
の
川
村
幸
義
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
先
輩

方
が
営
々
と
育
て
て
こ
ら
れ
た
広
大
な
森
林
を
、

こ
れ
か
ら
育
て
て
い
け
る
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ

な
が
ら
、
必
要
な
知
識
と
技
術
が
早
く
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

宣
誓
し
ま
し
た
。
新
規
採
用
者
12
名
は
研
修
終
了

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

新
た
な
決
意
を
胸
に

朝
比
奈
局
長
ほ
か
局
幹
部
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影

で
、
大
文
字
山
に
続
く
登
山
道
を
15
分
程
登
り
、

千
人
塚
付
近
の
植
栽
箇
所
に
向
か
い
ま
し
た
。
植

栽
箇
所
で
は
、
林
造
林
主
幹
が
植
栽
方
法
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
に
、「
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
マ
ツ
」
の
苗
木
計

１
４
０
本
を
植
栽
し
て
頂
き
ま
し
た
。
現
地
は
、

傾
斜
が
急
で
、
地
面
に
多
く
の
根
が
錯
綜
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
植
え
穴
を
掘
る
の
は
大
変
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

植
栽
作
業
終
了
後
、
ア
カ
マ
ツ
の
天
然
更
新
を

促
す
た
め
、
地
表
に
あ
る
落
葉
と
表
土
を
は
ぎ
取

る
「
地じ

か掻
き
」
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
箇

所
は
、
３
年
ほ
ど
前
に
除
伐
・
間
伐
を
行
っ
た
場

所
で
、
参
加
者
全
員
に
、
竹
製
の
熊
手
を
使
っ
て
、

落
葉
・
表
土
を
掻
き
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
、
籔
内
上
席
調
整
官
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ

枯
死
木
の
伐
倒
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い

ま
し
た
。
今
回
「
地
掻
き
」
を
行
っ
た
箇
所
で
は
、

「
地
掻
き
」の
作
業
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、今
後
、

定
期
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

都
島
中
学
校
と
の
協
働
に
よ
る
緑
の

募
金
活
動

【
局
】
４
月
18
日
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、

造
幣
局
の
サ
ク
ラ
の
通
り
抜
け
で
賑
わ
う
Ｊ
Ｒ
桜

ノ
宮
駅
前
及
び
局
庁
舎
前
に
お
い
て
、「
緑
の
募

金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
街
頭
募
金
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
阪
市
立
都
島

中
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
に
所
属
す

る
生
徒
11
名
の
参
加
を
得
て
、
緑
の
募
金
へ
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
生
憎
の
雨
模
様
で
昨
年

熊
手
を
持
ち
地
掻
き
作
業
を
行
う
参
加
者
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に
比
べ
若
干
人
通
り
は
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、

中
学
生
の
元
気
な
呼
び
か
け
に
道
行
く
市
民
も
笑

顔
で
募
金
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
２
時
間
ほ
ど
で

３
万
８
千
３
３
０
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
集
ま
っ
た
募
金
は
、（
社
）
国
土
緑
化
推

進
機
構
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

森
林
整
備
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
掘
っ
て
熊
野
古
道
を
整
備

【
和
歌
山
森
林
管
理
署
】
４
月
19
日
、
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
熊
野
古
道
「
高
野
坂
」
の

あ
る
御
手
洗
国
有
林
内
で
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
と
孟

宗
竹
の
伐
採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

  

作
業
は
、お
よ
そ
０
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ

て
侵
入
し
て
き
た
孟
宗
竹
の
本
数
調
整
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
般
か
ら
募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
24

名
と
森
林
管
理
署
Ｏ
Ｂ
５
名
、
和
歌
山
森
林
管
理

署
の
職
員
13
名
の
計
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

辻
署
長
か
ら
、「
熊
野
古
道
の
景
観
を
守
る
た
め

の
作
業
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
森
林
は
、
人
の
手
が
必
要
な
森
で
す
。

皆
さ
ん
の
力
で
森
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

の
あ
と
、
同
署
職
員
か
ら
伐
採
の
仕
方
や
安
全
作

業
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
約
２
時
間
を
か

け
て
古
道
沿
い
の
竹
林
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

  

参
加
者
は
、
大
き
な
タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
る
た

び
に
、「
大
き
い
」
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
一

生
懸
命
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
、
１
時
間
ほ
ど
で
約

１
５
０
本
を
収
穫
し
、「
初
め
て
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
ま
し

た
」「
古
道
が
明
る
く
な
り
歩
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
」「
と
て
も
い
い
汗
を
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
是
非
参
加
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
様
子
は
地
元
紙
を
は
じ
め
、
地
元

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
遺
産

の
保
全
と
国
有
林

の
関
わ
り
に

つ
い
て
大

き
な
Ｐ
Ｒ

と
な
り
ま

し
た
。

中
学
生
が
元
気
な
声
で
募
金
を
呼
び
か
け

伐
採
に
汗
を
流
す
参
加
者

地
元
紙
も
取
材

～大杉谷の歴史や
　　　　　　貴重な自然に触れながらの国有林内登山～

○日　　程　平成20年 5月 31日（土）～6月 1日（日）
○行　　程　1日目：大台ヶ原 ･日出ヶ岳（1,695m）から、
　　　　　　　　　大杉谷国有林内原生林の自然豊かな尾
　　　　　　　　　根を歩きます。大杉渓谷の最源流部の
　　　　　　　　　谷、母なるブナの原生林などを巡りま
　　　　　　　　　す。（約5㎞）
　　　　　　2日目：大台ヶ原の美しい自然林と歴史を感
　　　　　　　　　じながらの山歩き。（約6㎞）
○集　　合　近鉄橿原神宮前駅中央口　午前9時
○解　　散　近鉄橿原神宮前駅中央口　午後5時頃
○募集人員　先着30名様（定員になり次第締切）
○参  加  費　 大人24,000円（1泊 4食付、宿泊は大台山の家）
○参加申込　電話、ハガキ、FAXで 5月 22日まで（必着）
　　　　　　 にお申し込み下さい。（お名前、年齢、ご住所、
　　　　　　 電話番号、参加人数をご記入下さい。）

◆お問い合わせ・お申し込み
　　NPO法人  大杉谷自然学校
　　〒 519-2633　三重県多気郡大台町久豆 199
　　TEL　0598-78-8888　FAX　0598-78-8889

大台ヶ原 ･大杉谷国有林エコツアー大台ヶ原 ･大杉谷国有林エコツアー

参加者募集！参加者募集！

平成 20 年度　森林ふれあい推進事業
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保護林モニタリング評価委員会を開催保護林モニタリング評価委員会を開催

保護林の的確な保全・管理に向けて保護林の的確な保全・管理に向けて

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
原
生
的
な
自
然

生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
や
野
生
動
植

物
の
保
護
、
遺
伝
資
源
の
保
存
な
ど
を
目
的
に
、

74
箇
所
、
約
１
万
９
０
０
㏊
の
「
保
護
林
」
を
設

定
し
、
適
切
な
保
全
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
設
定
後
の
保
護
林
の
状
況

を
的
確
に
把
握
し
、
現
況
に
応
じ
た
保
全
管
理
を

推
進
す
る
た
め
、「
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

  

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
３
月
４

日
に
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
保
護
林
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
評
価
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今
後
の
保
護
林

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

  

今
回
調
査
し
た
22
箇
所
の
保
護
林
の
大
半
に
つ

い
て
は
、
保
護
対
象
樹
種
・
植
物
群
落
が
健
全
に

保
存
・
生
育
し
、
保
護
林
の
設
定
目
的
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う

な
状
況
変
化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
が
確
認
さ
れ
た
保

護
林
が
13
箇
所
と
、
広
い
地
域
に
お
い
て
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
植
生
の
衰
退
が
み
ら
れ
る
。

○ 

ブ
ナ
を
対
象
と
す
る
保
護
林
に
お
い
て
、
上

層
木
の
ブ
ナ
が
枯
死
す
る
と
と
も
に
、
サ
サ
等
の

被
圧
に
よ
り
稚
樹
の
発
生
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、

ブ
ナ
林
と
し
て
の
植
生
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
。

○ 

保
護
林
の
周
辺
林
分
に
つ
い
て
、
保
護
林
と

同
様
な
貴
重
な
植
生
を
有
す
る
林
分
が
再
確
認
さ

れ
た
。

  

各
委
員
の
方
か
ら
は
、
調
査
プ
ロ
ッ
ト
の
設
置

箇
所
の
考
え
方
、
基
礎
調
査
の
充
実
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
食
害
調
査
に
つ
い
て
調
査
項
目
の
追
加

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
後
、
植
生
回
復
の
検
討
を
行
う
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
、
保
護
林
の
拡
充
等
を
検
討
し
、

保
護
林
の
的
確
な
管
理
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ニホンジカによる食害が深刻な「大杉谷森林生態系保護地域」
（三重県）において、植生回復策を検討

イヌブナの貴重な植生が確認された「音水林木遺伝資源保存
林」（兵庫県）において、保護区域の拡充を検討

シカ防護柵の設置を実施する「大塔山モミ・ツガ・ブナ植物
群落保護林」（和歌山県）

ササ等の被圧により稚樹の発生が見られないなど、ブナ林と
しての植生が衰退傾向にある「氷ノ山・三の丸ブナ植物群落
保護林」（鳥取県）


